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○「働き盛り世代」のスポーツの実施を促進し、スポーツに対する社会的機運の醸成を図ることを目的として、平成29年
度本年度に、従業員の健康増進のためにスポーツの実施に向けた積極的な取組を行っている企業を「スポーツエールカ
ンパニー」（英語名称：Sports Yell Company)として認定する制度を創設。

○従業員がスポーツに親しめる環境づくりを進める企業の社会的評価が向上することで、「働き盛り世代」をはじめとして、
国民全体のスポーツ実施率の向上につなげていくことを目的とする。

○平成30年12月20日、平成30年度認定企業として、347社を認定。（平成29年度は217社）

資料１－１．「スポーツエールカンパニー」認定制度

※東京都の「東京都スポーツ推進企業」認定制度及び新潟県の「グッド！スポーツカンパニー」（新潟県スポーツ推進企業）認定制度と連携して実施。

【認定ロゴマーク】【認定証】【認定の条件等】

従業員が行うスポーツ活動に対する支援や促進に向けた取組を実施している
企業であり、その取組及び企業が以下の（１）~（６）をすべて満たすこと。

（１）特定の従業員にとどまらず、企業、事業所等全体で推進している取
組であること

（２）経営者の理解を得て、企業、事業所等内部の取組が明確化されて
いること

（３）取組が企業、事業所等内部において周知されており、取組実績があ
ること

（４）実施内容、導入手順、運用方法等の公表が可能であること
（５）労働関係法令等が遵守されていること
（６）暴力団及び代表者、役員、使用人その他の従業員若しくは構成員

に暴力団員等に該当する者がいないこと 1



資料１－２．「スポーツエールカンパニー」認定制度（平成30年度認定企業一覧①）
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資料１－３．「スポーツエールカンパニー」認定制度（平成30年度認定企業一覧②）
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資料１－４．平成30年度「スポーツエールカンパニー」認定企業の取組事例①

■ローソン「元気チャレンジ！」
3か月間の歩数を競う 「歩数チャレンジ」と1食の糖質量を抑えた食事を推

奨する「ロカボチャレンジ」を基本としたローソン「元気チャレンジ！」を実施。
3~5名のチームで励まし合える機会を作るとともに、ランキング発表等により、

チーム対抗での切磋琢磨を促し、継続率と参加率を高めるよう工夫している。
■スポーツ大会の開催
毎年、全社員が参加するスポーツ大会を開催。ソフトボールやソフトバレー、

ボウリング大会などアンケートにより種目を決定している。
性別年齢にこだわらず参加できる種目を実施するほか、球技だけではなく、

「健康大運動会！」として、「大人の体力測定」等も行い多くの社員が参加。
■ラジオ体操やオリジナル体操、部活動への補助金支給等
本社や各エリアでは、月曜日の朝の始業前に「ラジオ体操」を実施。また、

立ち仕事の多い店舗社員の腰痛対策や車の運転が多い店舗経営指導員
のために、ローソンオリジナル「マチ健体操（マチの健康ステーション体操）」と
いうストレッチ体操を作成して動画を配信。
スポーツや文化活動など組織内や組織を超えた部活動に補助金を支給。

■健康改善プロジェクト
日本一健康なプロドライバーのいる運送会社を目指して、健康リーダー、

サブリーダーが中心となり、２～３か月に１回健康イベントを実施。トラック
の運転席やオフィスでもできるヨガのメニューを座学や実践で紹介する講座
等を実施。

■Walking＋整備講習会
「人も車も健康に、どちらも日常点検（一次予防）が大切」というテーマ

の下、会場までの往復にウォーキングで移動する、車の整備講習会を開催。

■SAISHO SOKO YOGA（サイショウ 倉庫 ヨガ）
荷物の積卸しの待ち時間（待機時間）が生じてしまうという業種特有の

課題を逆に運動不足解消の時間とするため、倉庫の空きスペースを活用し
てヨガスタジオをつくり、待機時間中のヨガ実施を推進することで、コミュニケー
ションの向上、ストレスや健康リスク等の軽減に取り組んでいる。

◆株式会社ローソン（東京都品川区） ◆サイショウ.エクスプレス株式会社（東京都江東区）

ローソン「元気チャレンジ！」や全国の拠点毎にスポーツ大会等を実施

【 業 種 】 卸売業・小売業
【従業員数】 10,214人
【事業内容】
コンビニエンスストアの運営、
経営指導

【主な取組】

【 業 種 】 運輸業・郵便業
【従業員数】 34人
【事業内容】

一般貨物運送事業倉庫業

【主な取組】

トラックの運転席や倉庫の空きスペースなどで待機時間中にヨガを実施

4



資料１－５．平成30年度「スポーツエールカンパニー」認定企業の取組事例②

■ラジオ体操とおふぃえく（簡易エクササイズ）の実施
全従業員で始業時に行うラジオ体操と、月1回社外からインストラクターを

招いてのおふぃえく（オフィスで行うエクササイズ）の実施で、社員の運動の
習慣化とコミュニケーションの活性化を実現。また、おふぃえくに継続的に取り
組めるように「肩こり解消」等の簡易手順書を各フロアのリフレッシュコーナー
へ掲示。

■社員提案制度によるオフィス環境の改善
姿勢改善とリフレッシュ効果を目的としたバランスボールを使ったデスクワー

クやスタンディングミーティングの実施、また、社員提案制度によるトランポリン
の導入などオフィス環境を整備し、就業中でもできる簡易な体操を推奨。

■ソフトバレーボール大会等の社会行事の実施
コミュニケーションの活性化等を目的として、職位関係なくチームを組んで

チームワークで勝利を目指す「ソフトバレーボール大会」を毎年開催。

◆株式会社両備システムソリューションズ（岡山県岡山市）

運動・スポーツ実施のための定時前退社を奨励

【 業 種 】 サービス業
（他に分類されないもの）

【従業員数】 103人
【事業内容】
健康診断事務代行サービス

【主な取組】

オフィスでの簡易エクササイズの実施や職場環境の改善

【 業 種 】 サービス業
（他に分類されないもの）

【従業員数】 281人
【事業内容】

情報サービス業

【主な取組】

◆ウェルネス・コミュニケーションズ株式会社（東京都港区）

■週1回定時1時間前退社制度
週1回、定時1時間前に退社しその時間を運動に充てることを許可する

制度を導入。3ヶ月ごとに各自で目標と目標を達成するための運動メニュー
を立て、CHO（Chief Health Offier）の承認を得てスタートする。

退社時刻をPOPで提示することにより、帰りやすい雰囲気づくりと制度利
用の促進を図っている。

■毎日定時のラジオ体操を実施
午後の眠気が発生する時間（15時か15時30分）にオフィス全体でラ

ジオ体操を実施し、定期的な運動を促進。

■マラソン部の活動やマラソン大会の実施
社内マラソン部が、平日業務終了後のランニング（練習）を実施するほ

か、社員のマラソン大会参加等を企画・実施。CHOや役員が率先して参
加することにより、マラソン部への参加人数も増加傾向にある。
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資料１－６．スポーツエールカンパニーシンポジウム
・3月12日に、スポーツエールカンパニーシンポジウムを開催。平成30年度スポーツエールカンパニー認定企業４社の事例紹介のほか、基調講
演とともに、厚生労働省からもご登壇をいただき、健康づくりに関する講演をいただいた。

（厚生労働省より説明）

（株式会社ローソンより説明）

（サイショウ.エクスプレス株式会社より説明）
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資料２．スポーツ庁内対抗ウォーキングキャンペーンについて
●「第2期スポーツ基本計画」（平成29年3月24日文部科学大臣決定）において掲げられている、「成人の週1回以上のスポーツ実

施率を65%程度とする。」という目標達成に向け、平成30年9月には、「スポーツ実施率向上のための行動計画」を策定したところ。

●「スポーツ実施率向上のための行動計画」においては、ビジネスパーソン向けの取組として、気軽に取り組むことができるウォーキングや
階段昇降等の促進を掲げており、今般、スポーツ庁内においても、ウォーキングキャンペーンを実施した。

【スポーツ庁内対抗ウォーキングキャンペーンの概要】
○期間：平成31年2月1日（金）～28日（木） （１ヶ月間）
○参加者数：91名
○期間中の1日の平均歩数により、個人上位10名及び課室トップを表彰。また、週１回（金曜日）、個人順位（50位まで）と全課室順位を発表。

【スポーツ庁内対抗ウォーキングキャンペーンの結果】
○キャンペーン期間中、参加者全体の1日の平均歩数は、10,520歩。
○1日の平均歩数について、10,000歩以上は40名、8,000歩以上は63名（総参加者数91名）。
○期間中の1週間ごとの平均歩数を分析してみると、週を追うごとに平均歩数が伸びた（グラフ参照）。
○終了後のアンケート（61名）によれば、実際に歩数や歩く時間が増えたと回答（「とても増えたと思う」「増えたと思う」）した割合が88%、今後も歩数

を意識していきたいと回答（「とても思う」「思う」の合計）した割合が89%と、歩くきっかけづくりになったと考えられる。
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7（キャンペーン終了後、長官室で表彰式を開催）


